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幼稚園 Kindergarten

橋本　治奈 幼稚園教諭
神さまの子どもとして

　ご入園おめでとうございます。
　昨年の秋に、新入園児の方のことを想って、
在園の子どもたちとチューリップやスイセン
の球根を、年少組のお部屋から見える花壇に
植えました。皆さんが幼稚園に入園するのを、
先生たちも年中組と年長組の子どもたちも待
っていましたよ。初めは嬉しいことだけではな
く、どきどきすることもたくさんあるかも知れ
ません。お家の方に会いたくなって涙が出る
こともあるかもしれません。保育者は、一人ひ
とりの思いを受け止め、安心して過ごしていか
れるように、それぞれのペースを大切に支え
てまいります。
　青山学院幼稚園で一番大切にしていること
は、神さまへの礼拝です。幼稚園では、毎日お
祈りをして、さんびかを歌います。嬉しい時も
悲しい時も困った時も、いつでも神さまは傍
にいてくださいます。
　神さまの子どもとして、これからの3年間が
子どもたちにとっても、保護者の方にとっても
豊かな時となりますようにと願っています。

新たな発見と出会いの喜びに満ちた学院生活。
新しい仲間に向けたメッセージをお届けします。

新たな発見と出会いの喜びに満ちた学院生活。
新しい仲間に向けたメッセージをお届けします。

新たな発見と出会いの喜びに満ちた学院生活。
新しい仲間に向けたメッセージをお届けします。

新たな発見と出会いの喜びに満ちた学院生活。
新しい仲間に向けたメッセージをお届けします。

新たな発見と出会いの喜びに満ちた学院生活。
新しい仲間に向けたメッセージをお届けします。

初等部 Elementary School

うれしいことで
いっぱい
三田 真央 初等部2年

戸びらを開けて
小林 ゆたか 初等部教諭 

神様に支えられて
久米 真奈 中等部3年

人は友によって
研磨される
近藤 勇太郎 中等部教諭

中等部 Junior High School

挑戦することの楽しさ     
武藤 夏々美 高等部3年

「新しいぶどう酒は、
新しい革袋に入れよ」
倉次 秀夫 高等部教諭 （マタイ9:17）

高等部 Senior High School

求めなさい！
小田 佳祐 大学法学部4年

信じるメリット
大宮 謙 大学宗教主任、社会情報学部教授
　新入生の皆さん、ご入学おめでとう
ございます！皆さんを心から歓迎しま
す。ぜひ「青山学院に入学したことには
何か意味がある」と信じてキャンパス・
ライフを楽しんでください。
　「青山学院教育方針」で謳っているよ
うに「青山学院の教育はキリスト教信
仰にもとづく教育」をめざしています。
つまり、神を信じ、神が創造した人間一
人一人の可能性を信じる教育です。
　信じることは不確定要素がある中で
決断することです。たまに「100％確か
ならば信じる」と言う人がいますが、こ
の考えではいつまでも信じることはで
きません。「信じていたのに違っていて
がっかりした」ということもある中で、そ
れでもリスクを取って何かに賭けてみ
るのが信じることです。調子が良い時だ
けでなく、調子が悪い時にはなおさら、
「自分には可能性がある」と信じ続けて
ください。
　信じることから、希望、忍耐力、やる気
が生み出されると信じます。皆さんに神
からの祝福を祈っています。

大学 University

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ
います！ 期待でいっぱいの毎日を過ごせて
いますか？ まだ不安な気持ちが残っている
でしょうか。 私も2年前は授業についていけ
るか、友達はできるかと不安でいっぱいで
した。
　そんな時、「あなたがたの父は、願う前か
ら、あなたがたに必要なものをご存じなの
だ」という言葉に出会いました。私は特別な
ことはできないし、できることは少しですが、
その少しのことを頑張ろうと思いました。
　入学後2年間、コロナ禍での学校生活で
したが、私はいろいろなことに挑戦するチャ
ンスを頂きました。北京大学附属中学校と
のオンライン交流会で英語のプレゼンをし
たり、救世軍恵泉ホームや養護老人ホーム
白寿荘とのオンライン交流会では、年配の
皆さんと励ましあう体験をしました。入学時
には想像もしていなかったことができたと
思います。
　これからも、神様が支えて下さっていると
いうことを思い出しながら、新しいことに挑
戦したいと思います。新入生の皆さんも、挑
戦で一杯の中等部生活を送って下さい！

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。中等部での新しい生活に少しずつ慣れ
てきたでしょうか。まだまだ、これからの学校
生活に不安な気持ちを持っているかもしれ
ませんが、先生たちは君たちのこれからを見
守り、支えていきます。共に楽しく豊かな中等
部生活を過ごしていきましょう。
　入学した76期の皆さんに「鉄は鉄をもっ
て研磨する。人はその友によって研磨され
る。」（箴言27:17、新共同訳）という聖句を紹
介します。これは私が好きな聖句の一つで
あり、自分自身のこれまでの実体験にも重な
る聖句です。
　これから皆さんはクラスや部活で多くの
友人と出会い、自分とは異なる価値観や考
え方に触れることになるでしょう。その中で、
楽しいことも沢山経験するでしょうし、とき
にぶつかり悩むこともあるかもしれません。
自分と異なるからといってその人を遠ざけ
るのではなく、違いを認め、多くのことを学
び自分を磨いていって欲しいと思います。
　神様の導きで皆さんが素晴らしい出会い
に恵まれ、一生涯の友と思い出が中等部で
得られることを願っています。

　新たに高等部のメンバーとなる皆さん、ご
入学おめでとうございます。高等部には、全員
参加の行事の他にも、部活動や委員会、楽し
みながら聖書を学ぶグリーンキャンプなど
様々な活動があります。
　私は高等部で2年間過ごしてきて、多くの友
人や先生方、そして神様に支えられて色々な
活動に挑戦し充実した日々を送ることが出来
ました。皆さんにも、そんな挑戦することの楽
しさを味わって欲しいです。
　新しい環境に飛び込む事は不安かもしれ
ません。しかし、一歩踏み出してみるとそこに
は新たな世界と視野が広がり、新たな人達と
の出会いがあります。その一歩を踏み出す勇
気は、神様が私達に備えてくれていて、そこか
ら始まる道も神様がともに歩んで下さります。
「恐れることはない、わたしはあなたと共にい
る神」（イザヤ41:10、新共同訳）。このような言
葉があるように、聖書は神様が私達と共にい
て下さることの証だと私は思っています。
　皆さんの高等部生活が沢山の挑戦と多くの
人との出会いで溢れた3年間になる事を願っ
ています。

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござ
います。
　初めて聖書を開く皆さんにとって、礼拝の時
間はとても不思議で緊張する時間なのではな
いでしょうか。キリスト教なら知っているよ。と、
すでに青山学院に何年も通ってきた皆さんも
いるかと思います。しかし、高等部では、また新
たなものの見方や考え方を大切にし、さらな
る知恵や知識を拡げてもらいたいと思ってい
ます。そしてこの新たな価値観は豊かな学校
生活を作っていくはずです。
　人は誰でも成長していきたいし、大きく成長
していかなければなりません。古い今までの
考え方や価値観にとらわれていては何も始ま
りません。凝り固まった思いをかなぐり捨てて、
ワクワクしながら毎日を新たに始めてもらい
たいのです。ですからこの高等部に入学する
ということは、大きなチャンスであります。その
ためにも、新しい自分を表現していこうではあ
りませんか。
　神様に守られる生活ができますように。

　1年生のみなさんご入学おめでとうござ
います。しょとうぶ生になるのはわくわくし
て、とてもうれしいですね。
　わたしが1年生の時は、一人でできない
ことや分からないことがたくさんありまし
た。しっぱいをして「どうしよう。」とふあん
な時もありました。でもいつも先生やお友
だちがおうえんしてきょう力してくれるの
で、ちゃんとできるようになります。わたし
もまわりの人をたすけようとかんじます。
自分でできることがふえるとうれしくなり
ます。
　しょとうぶでは毎朝れいはいをします。
れいはいやおいのりをすると、かみさまが
見まもっていてくださることをかんじて、
あん心します。そうすると、色いろなことに
楽しくちょうせんできます。うれしいことを
たくさん見つけることができます。きゅう食
もとてもおいしいので、えがおになります。
うれしいことがあると、かみさまのあいを
かんじて、もっとうれしくなります。これから
しょとうぶで一しょにうれしいことをたくさ
ん見つけましょう。

　1年生のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。
　青山学院の1年生になるあなたは、えらばれ
た人です。だれがえらんだのかというと、この学
校を本当の意味で作った神さまです。これから
青山学院でたくさんのことを学びますが、一番
知ってほしいことは、あなたが神さまに愛され
ているということです。
  入学したら、きっとたくさんの友だちに出会う
でしょう。その友だちもあなたと同じように神
さまに愛されている人です。なかよくなると1人
でいるより10倍も100倍も毎日が楽しくなりま
す。大人になるまでずっと仲のいい特別な友
だちにも出会えるでしょう。
　先生たちはみんなが毎日楽しくすごせること
を心からねがっています。そりゃ、学校にはむず
かしい勉強やつらいこともあるでしょう。でも、
それをのりこえる力があなたにはあるし、つら
いことにはそれだけの意味があって、それを学
ぶチャンスです。おうちの方といっしょに先生た
ちもあなたの背中をおしたいと思います。私た
ちにとってもあなたは大切な人ですから。
　さあ、戸びらを開けて新しい生活をはじめま
しょう。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。コロナ禍で様々な混乱があった中、皆
さんにお会いできるのは喜ばしい限りです。
　しかし、やりたかったことができずに不満
を覚え、コロナ禍での入学を不安に思うこと
があるのも実情かと思います。私自身も、そ
のような時期がありました。そんなとき、私は
次の聖書箇所を思い出しました。
　「求めなさい。そうすれば、与えられる。探
しなさい。そうすれば、見つかる。叩きなさ
い。そうすれば、開かれる。」（マタイ7：7）
　その時まで、私はできなかったことだけを
見つめ、何を求めているのかを見失っていま
した。しかし、いざ求めてみると、意外にも求
めていたものは確かに与えられ、今は充実
した学生生活を過ごしています。聖書の神様
は、言葉通り、求めたら与えて下さります。い
つ、どのような形で与えられるかはわかりま
せんが、相応しいものが時に適って与えられ
るということは、確かです。不安を一旦片隅
に置き、皆さんも神様に祈り求めてみてくだ
さい！ 
　皆さんが良きキャンパスライフを送れる
ことを心よりお祈りしております。


